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果は 6 年間で総額 217 億円に及ぶという。行政
も後追いではあるが、「フードバレー」構想を打
ち上げている。食文化では製品の差別化は難し
い。一過性のブームをどう定着させるかが今後
の課題であろう。幸いなことに、富士宮やきそ
ばは特許権を獲得していて、各店舗からの使用
料で財政的な脆弱さを解消するという。 
 典型的な商店街再建の成功例は、野木村忠度
「地域活性化とマーケテイング」に語られてい
る。人口 33 万人の埼玉県の都市が、地元商店
街の店主達の真剣な取り組みで、現在では年間
550 万人の観光客をひきつけている。オーガナ
イザーとしての商店街は、1983 年に昔から商店
街の街並みに点在する蔵作りの建物の保存と活
用に動き出した。さらに、1987 年には、景観形
成規約として、当時としては先端的な「街づく
り規範」を策定。アレキサンダーの提唱するパ
ターン・ランゲージに基づいている。高さ 11m
の時の鐘など、行き交う人を和ませる仕掛けづ
くりに成功。さらに、隣の銀座商店街も大正浪
漫のムードを醸し出す商店街に変貌を遂げてい
る。行政主導ではなく、「商店主が手間暇いとわ
ず自主的に街づくりを行った結果が成功の要因
である」という立場から書かれていて示唆に富
む。 
本人が動かないと、周りがああやこうやと言
っても事態は動かない。商店街のイベントが行
政からの補助金まかせでは、商店街復権などあ
りえないだろう。規制緩和の流れの中で、日本
全国に大規模なショッピングモールが続々と新
設されていった。郊外に限らず、都会の駅前に
も進出が加速化してきた。商店街の役割は何か、
街づくりに果たす商店街の機能を明確化する議
論の中からあたしい道筋が見えてくるかもしれ
ない。 
 
